




〔考察および結論〕 

 Inflation により気道内圧上昇などの末梢気道状態変化により,気管平滑筋の反射性拡

張反応が認められた。この反射性拡張反応は propranolol による完全なβ遮断により約

50%抑制された。したがって,この反射性拡張反応の約 50%は,気管平滑筋に存在するβ受容

器を介した反応であることが明らかとなった。また,β遮断状態において認められた拡張反

応は,両側上喉頭神経の切断および脊髄切断による交感神経節前線維を遮断することによ

り完全に消失した。このことより,この反射性拡張反応には交感神経ならびに副交感神経の

節前線維を介した反応が関与している可能性が考えられる。 

 Histamine によって誘発された気管平滑筋の反射性収縮は,propranolol 適用により有意

に増大した。したがって,迷走神経反射性の気道収縮に対して交感神経系が抑制的に関与し

ていることが考えられる。また,脊髄切断の併用により,気管平滑筋の反射性収縮が増大し

たことより,迷走神経反射性の気道収縮に対してβ受容器を介さない抑制性神経糸による

調節が考えられる。以上のことより,histamine適用などによる気管支平滑筋の収縮時には

positive feedback 的な反射性気道収縮を起こす一方,交感神経系が恐らく一部には非アド

レナリン作動性神経系が関与する negative feedback 的な気道拡張も同時に生ずることが

示された。 


